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市
で
は
、
教
育
・
文
化
の
振
興
や
福
祉
の
向
上

な
ど
、
特
定
の
目
的
に
活
用
す
る
た
め
に
貯
金
を

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
は
、
将
来
の
支
出
に
備
え
る
「
財

政
調
整
基
金
」
へ
の
３
億
５
千
７
百
万
円
の
積
み

増
し
や
、
借
金
の
返
済
に
充
て
る
「
減
債
基
金
」

の
２
億
１
千
２
０
９
万
円
の
取
り
崩
し
な
ど
の
結

果
、
全
体
で
1
億
１
千
７
６
８
万
５
千
円
増
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
度
末
の
貯
金
残
高
は
、

65
億
６
千
43
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
10
万

１
千
円
と
な
り
ま
す
。
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市
の
財
政
状
況
を

　
　
　
　
公
表
し
ま
す

《問い合わせ先》
本庁舎財政課
☎㉒1111
　内2332

内　容 白 河 市 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 一般会計※1を中心とし
た赤字の割合 赤字なし 12.64％ 20%

連結実質赤字比率
一般会計、特別会計※2、
企業会計※3のすべての
会計の赤字の割合

赤字なし 17.64％ 40%

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 19.9％
（３か年平均） 25％ 35%

将来負担比率 将来負担が見込まれる
負債の割合 156.3％ 350%

※１一般会計　教育や福祉、道路整備などを行う、行政の基本的な会計
※２特別会計　国民健康保険や介護保険など、一般会計と区別して設置する事業の会計
※３企業会計　水道など、民間企業と同様に、利用料金などの収益で運営している会計

【健全化判断比率（平成21年度決算）】
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
、
４
つ
の
指
標
（
実
質
赤
字
比
率
・
連
結

実
質
赤
字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負
担
比

率
）
で
市
の
財
政
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

健
全
な
財
政
運
営
の

た
め
に

　

合
併
前
の
旧
４
市
村
で
は
、

借
金
を
有
効
に
活
用
し
て
社
会

基
盤
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
借
金
の
残
高
が
増
え
、

返
済
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め

に
は
、
大
き
く
な
り
過
ぎ
た
借

金
の
残
高
を
減
ら
す
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
新
た
な

借
金
の
借
入
や
返
済
を
計
画
的

に
行
い
な
が
ら
、
任
意
の
繰
り

上
げ
返
済
を
積
極
的
に
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
に
行
っ
た
繰
り

上
げ
返
済
の
実
績
額
は
14
億
２

千
万
円
で
、
平
成
19
年
度
か
ら

３
年
間
の
合
計
額
は
、
25
億
２

千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
合
わ
せ
て

２
億
４
千
万
円
の
利
子
が
節
約

で
き
た
ば
か
り
で
な
く
、
翌
年

度
以
降
の
返
済
額
が
減
っ
た
分

を
、
市
民
に
密
着
し
た
別
の
事

業
に
回
し
て
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

市
の
貯
金
は
65
億
６
千
万
円
で
す
！

　
道
路
や
学
校
な
ど
の
建
設
に
は
多
額
の
お
金
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
借
金
を
活
用
し
て
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
世
代
を
含
め
、
使
う
人

み
ん
な
で
公
平
に
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と

が
借
金
を
す
る
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
す
。

　
平
成
21
年
度
末
の
借
金
の
残
高
は
５
８
８
億
７

０
０
万
円
で
、
実
質
的
な
交
付
税
で
あ
る
臨
時
財

政
対
策
債
を
除
い
た
残
高
は
、
５
０
８
億
３
千
万

円
で
す
。

　
な
お
、
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
78
万

４
千
円
と
な
り
ま
す
。

貯
金
（
基
金
）

借
金
（
市
債
・
企
業
債
）

市
の
借
金
は
５
０
８
億
３
千
万
円
（
臨
時

財
政
対
策
債
を
除
く
）
で
す
！

　
市
で
は
、
将
来
に
わ
た
る
「
安
定
・
躍
進
・
自
立
」
を
目
指

し
て
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
成
果
が
着
実
に
表

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
市
の
財
政
状
況
と
平
成
21
年
度
決
算
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

任
意
の
繰
り
上
げ
返
済
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
！

ここが
ポイント！

ここが
ポイント！

ここが
ポイント！

　実質公債費比率が大幅に改善！
　借金返済額の割合を示す実質公債費比率は 17.0％ ( 単年度 ) となり、安
全の目安とされる 18％を下回りました。
　これは借金の繰り上げ返済を積極的に実施したことなどによる成果です。

平成 21年度末の市民一人当たりの貯金は、平成
19年度と比較して、２万４千円増えました。

平成 21年度末の市民一人当たりの借金は、平成
19年度と比較して、６万円減りました。
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実質公債費比率市民１人当たりの貯金（基金）の現在高

市民１人当たりの借金（市債・企業債）の現在高

　

市
の
健
全
化
判
断
比
率
は
、
い

ず
れ
も
基
準
内
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
高
い
水
準
に
あ
り
、

さ
ら
な
る
財
政
の
健
全
化
に
努
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


